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「経験の冬休みを」「よいお年をお迎えください」
校長 池本 勝志

１１月は２度の「学校賞」をいただくことができました。１つは鹿児島県図書館大会における「子ども

の読書活動推進優良校」。もう一つは，第３６回海音寺潮五郎記念読書感想文・感想画コンクールでの「学

校賞」です。どちらも，今回「たまたま」ということではなく，これまでの継続的な取組の成果です。わ

たしは，それこそ「たまたま」そういう年度に校長として在職していただけで，これまでの取組に感謝と

尊敬の気持ち，そして多少の申し訳なさを感じているところです。

ところで，ご存知のように，この第３６回海音寺潮五郎記念の文学フェスティバルは，子どもだけの賞では

なく，大人の部「銀杏文芸賞」もあります。そのエッセイの部では，本校に理科支援員として来てくださって

いる高橋裕之先生が最優秀賞を受賞されています。エッセイの内容の詳しいところは今年度の文芸誌「銀杏」

を読んでいただきたいと思いますが，高橋先生自身が小さい頃に体験された茶摘みの思い出を中心に記された

「八十八夜」です。わたしもこれを読ませていただきながら，自分の小さい頃のことを思い出しました。

わたしが小さい頃の実家は薪で風呂を焚くシステムで，薪を入手する方法もいくつかあって，裏山にある木を切っ

て薪にしたりもしていました。おそらくわたしが３才前後の頃だったと思いますが，裏山に連れて行かれ，危なくな

いように，束ねられた枝の壁に囲まれて座っていたときの太陽と枯れ葉の匂いを今でも覚えています。また，製材所

から出る端材を安くで譲ってもらうために，家からちょっと離れたところまでリヤカーを往復させているときは，も

う小学校高学年だったので，恥ずかしくて，ずっと下を向いたまま顔を上げず後ろから押していた記憶があります。

その木材を使ってお風呂を沸かすのもわたしの係で，わたしが火をつけないと家族全員がお風呂には入れな

いわけです。ですが，毎日毎日そんなことをやっていると，楽をして火をつけ，ほどよく燃やす方法も身に付

いてきます。そして，「今ならまだ水を入れて熱いのを冷ませられるけれど，もう少ししたら火の勢いが弱くな

るからだめだ。」などとその火の加減をイメージしながらお風呂に入るものでした。もちろん「よし，お風呂が

沸いた」と思って入ったら，熱くなっていたのは上の方だけで，全体が温まるまでじっと冷たい風呂釜の中で

待っていたなんてことも何度もありました。

もうすぐ冬休みに入ります。冬休みは，学習も大事ですが，大掃除などの迎春準備，料理，親戚等への対応

などに子どもも参加させ，たくさんの体験をさせて欲しいと思います。子どもにとっては多少面倒くさいこと

だと思いますが，そんな経験が子どもたちの生活を豊かにしてくれると思います。

…という，高橋先生の「八十八夜」からの「二番煎じ」の話でした。

令和５年，大変お世話になりました。みなさまのご協力のおかげで大変充実した教育活動を行うことができ

ました。よいお年をお迎えください。

本校の学校経営方針（グランドデザイン）で掲げる四つの取組の一つに、「思いやりと規

範意識の育成」があります。さらにその中の具体策の一つに，「人権同和教育の充実」を明

記し，年２回の校内人権月間（６月・２月）と，年１回の校内人権週間（１２月）で，相

手の立場を考えていじめや差別をなくすための取組を行っ 校内人権週間の取組

ています。今月は標記の期間に校内人権週間の取組を実施 〇人権に関する授業の実施

し，子どもたちの人権意識を高め，自他の大切さを認め合 〇給食時間の人権作文の朗読 人権作文を朗読し

い，信頼を深め支え合う仲間づくりを進めています。 〇きらりの木 〇アンケート
た１年黒田凜さん

11月11日（土）に学

校運営協議会を開きまし

た。この日は授業参観の

後，授業や宿題で使用す

るタブレットで，実際に

子どもたちがどんな活用

をしているのか体験して

いただきました。感想と

して，教育の変化への驚きや活用の効果を期待する声があっ

た半面，文字を書く機会が減ることへの懸念や，宿題の見届

けの難しさ，ＩＣＴ活用に固執する危うさ等のご意見もいた

だきました。今後も学習における効果的な活用について議論

を重ね，日々の授業や家庭学習の充実を図っていきたいと考

えています。貴重なご意見本当にありがとうございました。

〇 学校保健会健康ポスターコンクール
金 賞 ４年 熊ケ迫 海杜

〇 おーいお茶俳句大賞
佳 作 ２年 伊豆本 結菜 「 木からぱらり キャッチできた イチョウの葉 」

佳 作 ６年 川平 歩夢 「 風ふかれ 世代交代 落ち葉たち 」

〇 かわなべ青の俳句
特 選 ３年 久保田 大地
「 行く春の チョークあとのこる 黒ばんや 」

入 選 ３年 成影 志信
〈 １２ 月 〉「 白南風の 子牛が生まれ 家族ふえ 」

１３日（水） 伊佐さわやかあいさつ運動

１４日（木） ＰＴＡ読み聞かせ

保護者全員の協力や工事の 親子読書日

一時中断等，皆様の協力をい ２２日（金） 終業式 大掃除

ただき，大会を実施すること ２８日（木） 仕事納め

ができました。多くの声援の 〈 １ 月 〉

中、これまでの練習の成果を ４日（木） 仕事始め

発揮して、どの子も力強い走りで完走を果たしました。 ８日（月） 祝日「成人の日」

応援している私たちも感動と元気をもらいました。 ９日（火） 始業式

１２日（金） 伊佐さわやかあいさつ運動
12/8に24回目とい １３日（土） 土曜授業

う恒例の交流学習を実施しました。かるた取りやドッジ ３・４年メノモチ作り
ボール，水墨画製作等，どの学年も楽しく交流を深め，子 １６・１７日 鹿児島学習定着度調査
どもたちのたくさんの笑顔であふれる一日となりました。 １９日（金） 学校保健委員会

なわとび大会 学級ＰＴＡ

２３日（火） 親子読書日

２４日（水） 異学年交流給食

２５日（木） ＰＴＡ読み聞かせ

中学校入学説明会

http://www.edu.pref.kagoshima.jp/es%EF%BC%93/

